
立
田
・
八
開
地
区
の
小
中
学
校

を
一
つ
に
す
る
案
が
見
直
し
と
な
っ

た
検
証
委
員
会
の
提
言
に
基
づ
い

て
、
小
中
学
校
適
正
規
模
等
基
本

方
針
の
改
訂
版
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
の
和
久
議
員
は
、
今
後
の
検

討
協
議
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
尋

ね
、
協
議
会
で
住
民
の
意
見
を
し
っ

か
り
聞
い
て
反
映
さ

せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

小
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト

市
内
の
学
校
か
ら
き
い
て
い
な
い

ま
の
議
員
は
、
「
基
本
方
針
の

改
訂
版
に
掲
載
さ
れ
た
小
規
模
校

の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
、
市
内
の
小
規

模
校
で
起
き
て
い
る
の
か
」
と
た

だ
し
ま
し
た
。

市
は
「
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

学
校
か
ら
直
接
き
い
て
い
な
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

問
題
点
が
起
き
て
い
る
か
確
認

も
せ
ず
に
統
廃
合
を
進
め
る
の
は

大
問
題
で
す
。

統
廃
合
す
る
よ
り

小
規
模
校
へ
の
支
援
の
強
化
を

ま
の
議
員
は
、
「
問
題
点
が
起

き
て
い
る
か
の
検
証
も
せ
ず
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
取
り
上
げ
る
の
は
不

安
を
あ
お
る
こ
と
に
な
り
問
題
だ
。

ま
ず
は
、
小
規
模
校
の
課
題
解
決
、

生
徒
確
保
の
た
め
の
特
認
校
制
度

な
ど
を
検
討
し
、
改
善
す
べ
き
だ
」

と
求
め
ま
し
た
。
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０
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員
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９
０
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３
３
３
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８
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野
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９
０
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４
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学校統廃合の見直し、高い水道代の値下げ

小
中
学
校
統
廃
合
方
針
を
見
直
し

愛
西
市
６
月
議
会
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
や
、
期
末
手
当
の
減
額
、
水
道
代
の
値

下
げ
を
含
む
令
和
４
年
度
補
正
予
算
３
件
と
、
道
の
駅
周
辺
整
備
の
土
地
取

得
契
約
な
ど
を
可
決
。
日
本
共
産
党
市
議
団
（
２
人
）
は
、
公
約
実
現
を
求

め
、
一
般
質
問
、
議
案
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

水
道
代
減
免
額
は
、

最
大
で
１
０
８
９
０
円

最
小
で
４
６
２
０
円

愛
西
市
で
は
、
地
域
に
よ
っ

て
基
本
料
金
が
違
い
ま
す
。

８
月
か
ら
減
免
さ
れ
る
６
カ

月
間
の
合
計
金
額
は
、
愛
西
市

水
道
の
八
開
地
区
１
０
８
９
０

円
、
佐
織
地
区
７
９
２
０
円
。

海
部
南
部
水
道
の
佐
屋
・
立
田

地
区
は
、
１
３
口
径
で
５
８
０

８
円
、
２
０
口
径
で
１
５
８
４

０
円
、
７
５
口
径
で
２
７
７
２

０
０
円
。
稲
沢
市
水
道
は
４
６

２
０
円
、
津
島
市
水
道
は
５
１

８
１
円
で
す
。

利
用
契
約
や
、
給
水
地
域
に

よ
っ
て
か
な
り
の
違
い
が
あ
る

こ
と
が
質
問
の
中
で
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
差
額
の
補
填
の

考
え
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
別

の
方
法
で
補
填
す
る
考
え
は
な

い
と
答
え
ま
し
た
。

市
の
責
任
あ
る
決
断
で
、
負

担
軽
減
の
不
平
等
を
な
く
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

参議院選挙

「公約実現へ引き続きがんばります」

すやま初美さんが表明

すやま初美さんは、国会で改憲勢力が多数を占め

る状況について、「憲法９条を生かした外交の力で

戦争しない国をつくる。これからもこの立場を貫き、

国会内外でその世論を大きく広げていく。一人ひと

りの人生が輝く、そんな社会をつくるために、みな

さんとともに頑張り抜く決意です」と表明しました。

日
本
共
産
党
市
議
団
が
求
め
て
い
た

水
道
代
基
本
料
金
の
免
除

８
月
か
ら
１
月
ま
で
実
現

日本共産党愛

西市議団（河合

かっぺい、まの

和久、かとう敏

彦）は、４月28

日、２つの署名

を市長に提出し

ました。

「高齢者福祉タクシー券の利用先制限をなくす請願書」

署名649筆（合計1065筆）、「学校給食を無料にし、教

育環境の充実を求める請願書」署名589筆を、三輪教育

部長と八木高齢福祉課長に手渡し、請願内容の実現を求

めました。

市民の願い実現求め、市長へ提出
高齢者福祉タクシー券を改善する署名

学校給食無料化と老朽校舎を改善する署名

小
中
学
校
適
正
化
規
模
等
並
び
に

老
朽
化
対
策
検
討
協
議
会
と
は
？

○
学
校
統
廃
合
と
校
舎
の
老
朽
化

対
策
を
一
緒
に
進
め
、
年
内
に

６
回
の
会
議
を
開
き
、
計
画
の

見
直
し
、
学
校
の
組
み
合
わ
せ

を
き
め
る

○
協
議
会
の
委
員
は
20
人
（
有
識

者
９
・
総
代
１
・
校
長
２
・
保

護
者
４
・
公
募
４
）
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高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
見
直
し
を

給
付
型
奨
学
金
市
独
自
で
創
設
を

まの和久

議員

学
校
老
朽
化
対
策
は

早
急
に
計
画
策
定
を

河合かっぺい

議員

日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
か
ら

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
市

民
の
「
今
行
う
べ
き
こ
と
な
の

か
、
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
こ
と
が
優
先
で
は
な
い
の
か
」

と
の
意
見
を
紹
介
し
、
３
５
億

円
と
い
う
非
常
に
多
額
な
費
用

が
か
か
る
大
規
模
開
発
は
い
っ

た
ん
立
ち
止
ま
っ
て
再
考
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
「
必
要

な
予
算
も
、
議
会

で
審
議
し
、
承
認

を
得
て
い
る
。
道

の
駅
周
辺
整
備
を
一

層
進
め
る
」

「
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
や
エ
ア
コ
ン
等

を
必
要
な
部
分
に
つ

い
て
整
備
し
て
い
る
。

教
育
部
局
と
連
携
し

進
め
る
」
と
答
弁
。

道
の
駅
周
辺
整
備

は
一
層
進
め
る
一
方

で
、
学
校
老
朽
化

に
対
し
て
は
明
確
な

考
え
が
な
い
の
は
、

問
題
で
す
。

学
校
給
食
費
無
償
化
（
６
カ
月
間
）
に
続
き

幼
稚
園
・
保
育
園
も
７
月
か
ら
１
２
月
ま
で
無
償
に

新
型
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
に
よ

る
家
計
へ
の
影
響
が
一
層
大
き
く

な
っ
て
い
る
中
、
学
校
給
食
費
の

無
償
化
は
、
４
月
か
ら
１
０
月
ま

で
６
カ
月
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
議
会
で
、
３
歳
児
か
ら
５

歳
児
の
幼
稚
園
保
育
園
の
園
児
の

副
食
費
の
補
助
を
１
０
０
０
円
増

額
が
決
ま
り
、
副
食
費
は
実
質
無

料
に
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
学
校

給
食
費
と
と
も
に
無
償
化
を
継
続

す
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

一
方
で
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
保
育
料
も
子
育
て
世
帯
の
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
は
、
０
歳
児
か
ら
２

歳
児
に
対
し
て
も
、
稲
沢
市
で
行
っ

て
い
る
お
む
つ
代
を
自
治
体
負
担

と
す
る
方
法

な
ど
で
支
援

す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

年
齢
制
限
の
引
き
下
げ
せ
よ

ま
の
和
久
議
員
は
、
８
０
歳
未

満
の
高
齢
者
の
「
昼
間
は
、
家
族

が
仕
事
で
い
な
い
。
病
院
へ
送
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
家

族
が
い
て
も
支
給
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
を
紹
介
し
、
家
族
構
成

の
制
限
な
く
し
、
支
給
年
齢
の
引

き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。

市
は
、
そ
う
し
た
こ
と
も
含
め

て
検
討
し
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

市
「
奨
学
金
は
国
の
仕
事
」
と

そ
っ
け
な
い
答
弁

家
庭
の
学
費
負
担
が
重
く
の
し

か
か
る
中
、
「
通
学
費
だ
け
で
も

補
助
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が

出
て
い
ま
す
。
飛
島
村
は
、
学
生

に
対
し
、
村
独
自
に
年
間
３
０
万

円
の
奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
の
議
員
は
、
愛
西
市
も
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

市
は
「
国
が
や
る
べ
き
こ
と
。

考
え
て
い
な
い
」
と
そ
っ
け
な
い

答
弁
で
し
た
。

小
中
学
校
適
正
規
模
と
老
朽
化
対

策
は
い
っ
し
ょ
に
協
議
す
る
な

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
学
校

校
舎
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
計
画
を
作
り
進
め
る

の
か
質
問
。

市
は
「
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
小
中
学
校
適
正
規
模
等
並

び
に
老
朽
化
対
策
検
討
協
議
会
を

設
置
し
、
学
校
規
模
適
正
化
と
学

校
施
設
老
朽
化
対
策
を
併
せ
て
協

議
、
検
討
を
進
め
る
」
と
答
弁
。

適
正
化
と
老
朽
化
を
同
じ
協
議

会
で
行
う
と
、
適
正
化
を
優
先
し

て
、
老
朽
化
対
策
が
後
回
し
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
に
は
、

新
設
し
た
協
議
会
で
検
討
す
る
と

の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

消
費
税
減
税
は

最
も
効
果
の
あ
る
経
済
対
策

津
島
民
主
商
工
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
消
費
税
率
５
％
へ
引

き
下
げ
、
複
数
税
率
・
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
即
時
廃
止
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請

願
」
は
、
日
本
共
産
党
の
み
賛

成
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
「
世
界
で
は

９
１
の
国
と
地
域
で
消
費
税
率

の
引
き
下
げ
を
し
て
い
る
。
中

小
業
者
に
負
担
と
な
る
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
は
廃
止
す
べ
き
だ
」

と
賛
成
し
ま
し
た
。

吉
川
み
つ
こ
議
員
が
反
対
討
論

吉
川
議
員
か
ら
請
願
に
対
し

て
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
な
く

す
こ
と
に
は
賛
成
だ
が
、
５
％

へ
の
引
き
下
げ
は
反
対
」
と
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

※
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
取
引
き
か

ら
排
除
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
免
税

業
者
が
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に

登
録
し
、
課
税
業
者
に
な
る
こ
と

。

新
た
に
消
費
税
を
納
付
す
る

。

消
費
税
率
５
％
へ
引
き
下
げ
の
請
願
を
否
決

日
本
共
産
党
市
議
団
だ
け
が
賛
成

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
の
は

道
の
駅
よ
り
学
校
が
先

愛西市の読者ニュースが毎週

折り込まれます。

お申し込みは共産党市議まで

10
月
か
ら
後
期
高
齢
者
保
険

医
療
費
負
担
２
倍
に

後
期
高
齢
者
の
保
険
証
が

送
ら
れ
て
き
た
が
負
担
が
２
倍
に
な
っ

て
は
生
き
て
い
け
な
い
。
（
永
和
男
性
）

街の声


